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１．序

流体を対象とするエネルギー変換装置の原案を示す．

目的はいくつかあり，流体の連動エネルギーを，他の

エネルギーへ変換する装置としては，従来のプロペラ，

タービンよりも，はるかに大きなエネルギーを，風，

潮汐，海流などから得ることを目的とする．

そして，逆変換の面からは，大運動:亜流の生成を，

小装置で行わせ，高推力発生を目的とする．

２．自然界の流体について

一般に，流体の運動量密度は，人間の川に対して稀

薄である．空中に浮上する為には，高速，長大な翼や

ローター等を必要とするＤ・

風力エネルギー，潮汐エネルギー，海流エネルギー

のコスト高2）とされた原因も，運動量密度の低さにあ

る．流れを集束する技術の創出は，努力の対象とされ

てよい．

人工物の大きさからみたとき，自然界の流れの態様

で，最も普通のものは，水平一様流である．

この運動エネルギーは，昔から3)，プロペラ等によ

り，ほぼ装置の断面程度の流束について利用がなされ

てきた．あるいは，図１のものが，黒潮発電川に考え

られている2)．又，同様のダクトによって，風車エネ

ルギーを数倍に高める研究がなされている3)4)．

流れを，全て利用する為に，完全な集束を行わせる

図２フランスの潮汐発砥所5）

匿差欝窪鍔劉
図１ダクトによる集束2）
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図３ダムによる集束

ものもある．図２又は図３の様に，自然の地形やダム

が利用される．

我々は，長大なダムの建設なしで，図３のタイプの

流線に少しでも近いものを実現する小装置の可能性を

探したい．

しかしながら，ダムによる集束が完全かどうかには，

注意が要る．なぜなら，運動量の集束の意味では，本

来，完全な集束というものはありえない．ベルヌーイ

の定理又はエネルギー保存則が運動エネルギーに上限

を与えるからである．ダムは集束の他に，運動量を圧

力又は水位のエネルギーに変換すること，及び，それ

によるエネルギーの貯蔵の役割をも，同時に有してい

るのである．それ故，集束といえども，流れの速度に

応じたある限度内に限られている．図３にしても，通

水路から離れた水域の流線は，流速の遅さから余り意

味はない．潮汐エネルギーはダムによるせき止めの効

果で，大半は水位差となる，しかし貯蔵6)は６時間以

内でしか意味がないので，図２の発電所には通水路が

多数（24路）設けてあり2)，低落差大流量の発電がな

されている．

３．原案

問題は，無数に多様な解の内から，材料の最も少い

解を選ぶことであるが，自由度無限大の力学系である

上に，現実の流体は，粘性の為に複雑である．

そこで，出発点を，完全流体についての自明な解に

とる．この解から，材料を可能な限り削っていくこと

にする．ダム建設の他にも自明な解がある．目標の流

線に沿って，側壁（２次元流）又は管壁（３次元流）

を設けることである．高集束と低抵抗を重要方針とし

て，凡そ’図４に到達するであろう．これを原案とす

る．

ノズル（又はコレクター）列とディフューザー例と

を，一軸上に組合わせたものになっている．

完全流体についてなら，必要な集束度まで，但し，

２節で述べた速度に応じた限界はあるが，ノズル，デ

ィフューザーを増せばよい．

しかしながら，現実の流体については，抵抗の増や

費用の増という限度もある．諸元は実験によらねばな

らない．本報告はこの様な実験の動機付けが目的であ

る．普通の流体機械と異るのは〆内部流れと外部流れ

とが，流れのパターンの形成に，同等の役割を果して

いるということである．現実の流体に於ては，単独の

コレクター，ディフューザーの集束拡散能力を，非常

に大きくすることはできない．これらを配列すること

が有利さを生む状態をつくるには，内外両流れに，互

に，よい形の決定を助け合わさせる要がある．

4．運動エネルギーからの変換

図４の中心部にタービンが置かれる7)．既にダクト

図４原案
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のみで，風車能力を数倍に高めることは述べた.ここ

で仮に，原案の構想で流れの集束を５：’位はいける

としてみよう8)．タービンには速度の２乗に比例する

運動エネルギーが，単位時間当り速度に比例してやっ

てくるので，結局，同断面の風車の５３～100倍位のエ

ネルギーを得ることになる．

，００～'000倍の能力を持たせるという強力なアイデ

アは，既に米国に存在し実験段階にある・

Ｙｅｎの考案によるトーネイドタイプと呼ばれる垂

直軸型の風車である8)9)．側面にスリットを持つ中空

の塔とタービンから成り，人工たつまきを発生させる．

５．推力発生装置

中心部にファン又は燃焼室を設けることにより，本

装置は推力を生む．出力の一部を圧縮器に戻す経路と

して，タービン軸でなく，後流から外部流れ，そして

コレクターヘという流れパターンが，対気速度による

ラム効果を助けると推定する．非常な高速でしか，役

に立たないラムジェットを改良する可能性がある．も

う１つは，本装置の流れは，運動量又は速度分布の勾

配が緩かなことである．旅客機のエンジンが，ターボ

ジェットから，現在ではターボファンジェットに，と

って代ったことによって，燃費，即ち運動量への変換

効率が上り'0)，騒音も減少させたのは，排気の速度分

布が緩かになった為ではないだろうか．

本案が，低速でも有用なエンジンとして，少くとも

超小型なら有望ということ，これは米国のある市販品

から期待される．それはプロパンガスのバーナーを，

燃焼室に吹き込むのみの単純なものである．モーター

グライダーの推力位にはなる．後方のみ開放(排気孔）

の管状燃焼室に対して，推力方向とは垂直方向に付属
するノズル列が混合気を吸き込む仕組である'１)．ラム

効果は全く利用されず，液化ガスの蒸気圧が圧縮を受

持っている．

６．集束の一般論

荒い義論で，観点を一般化して展望を得てみる．

技術の目的を効果対費用大の装置を得ることとする

と，集束装置は，なるべく単純小型の機器になり，広

い範囲の流域にまで直接の作用は及ばない．集束を流

体自身が行うような流れの場が要る．その流れは，小

機器でしかも小さなエネルギーで制御されるのである

から，なるべく少数のパラメーターで規定され，又エ

ネルギー的に安定で，散逸のない，多小のじょう乱に

は耐え得るようなものである．つまり，自然界でも，

発生ひん度は高く，ある寿命を持ち，肉眼でパターン

を認識し易い．おなじみの，ということになる．一様

流プラス簡単な渦である．安定の為には，少くとも速

度分布の勾配に急変がないのがよい．機器自身の壁は

局所的な急変をつくり，内部流れにとっては設計の困

難となるが，流れ全体としての急変のないパターン形
成の為であり障害とみなしてはいけない．

渦のつくり方には無数の可能性がある．トーネイド

タイプの場合は，ただ１本の渦糸，我々 のものは，一

様流に１個の渦輪の重ね合わせとみなすと，単純さは

充分である．最湿2)，米国で別な新案が発表された．
大きなデルタ翼に大きめの迎え角を持たせ，２本の逆

転する渦糸を発生させる．航空機の翼端から後方へた
なびく渦糸と同様のものである．渦糸軸と一致する回

転軸のプロペラ計２個と，垂直尾翼が付属する．

トーネイドタイプも，渦の軸とタービンの軸は一致

している．たつまきの角運動量から直接エネルギーを

得るのではなく，遠心力による低気圧へ吹込む局所的

な（集束された一様流というべきか）気流，もしくは
上昇気流でタービンを回している．渦糸の一端は地表
のタービンにあり，上端は風下へ吹き流されているの

で，この，上空の風による吹き流しが，エネルギー供
給源の１つと推測される．この推定が，もし正しいの

なら，更に次のことが推論される．航空機の誘導抵抗

は，エネルギーの消耗であるが，この場合の吹き流し

は，風でなく航空機自身が供給した（渦糸の軸方向成
分の）気流のエネルギーが利用されることもなく捨て
さられている，といったことはないであろうか．そう

であれば，翼面の渦糸の軸方向の（必ずしも翼端へ向

う流れとは限らない）流れをなくせば，誘導抵抗の一

部はなくなり省エネルギーになるのではないだろうか．

7．まとめ

流れの集束の為に，図４の装置を提案した．
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